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　私が森田義之君という同僚の卓越した才能にあらためて着目したのは、1984 年、中森義宗氏











の如く　― 人文主義絵画論』は、最初 1940 年に Art Bulletin 誌に論文として掲載され、単著と
して出版されたのは 1967 年である。従って、私がプリンストン大学に留学してリーその人に接

























































登場したことがなかった。対照的に、プリンストンでの毎週の Reading assignment で、山のよ
うに積まれた古代美術関係の書物には、聞いたこともなかった古代の著作者たちの名前が至る所
に出てくる。幸い（たしか Robert Ross Holloway4 が講師だったように思うが）古代美術史の方は、
大学美術館蔵の黒絵式壺絵の実作品について、それぞれ自分で調べてレポートする形であったか
ら、これは何とか凌いだが、古代建築史にはほとほと苦労した。ともあれ、一年目前期の最終試















語圏におけるイコノロジー盛行のきっかけとなった Meaning in the Visual Arts のペーパーバッ


























「何故なら、18 世紀において humanity という語は、せいぜい礼儀正しさ、あるいは躾の良さ以
上のことを意味しなくなっていたが、カントにとって、それはいっそう深い意義に富んだもので






のページをめくってみると、そこではまず、Scipio the Younger や Cicero を引いて、人間の誇
りたるべき humanity の古典的定義が示される。注意したいのは、この定義によるなら、homo 
humanus を「野蛮人や俗人 the barbarian or vulgarian」から区別し、人の「人間らしさ」形成
の必須の条件として pietas と παιδεια が挙げられていることである。パノフスキーは次のように
言う。「（humanitas の概念）の意味するところは、人を動物からばかりでなく、それよりももっ






















ある。それに対し、今問題としている序文の初出は 1940 年、最後に置かれたエピローグは 1953




すでに 1932 年に実質的に完成を見ている。Cf. M. Ann Holly, Panofsky and the Foundations of Art 

















































あの American Gentlemen の先生方が、当代きっての教養人であったということを疑うものでは
ない。またさらに、あの先生たちが日本から遥々やって来た少壮学徒に示してくださった友情、
思いやりが、根底において、同じ人文の学を志す者同士の友情であったことを否定することは出
来ない。しかしあの先生方との、短かったが今なお忘れ得ない交流の一刻には、単なる知識の交
流、研究者としての達成度の如何を越えた、ある暖かいものがあった。それは、高等学術研究所
に続く広い、広い森のように、異国からの訪問者を静かに受け入れてくれるものであった。私が、
今や半世紀を越す昔となったプリンストンでの日々を懐かしく、感謝とともに思い出すことが出
来るのは、与えられた知識、教養の故ではなく、その森、その緑の芝生に潜む「人間らしさ」の
故である。ナチズムによるホロコーストの予感に怯え、ヨーロッパを後にして米国に渡ったパノ
フスキーは、彼を偏見なく迎え入れてくれたのが、あるいはそれまで彼も知らなかったもう一つ
の Humanität であることを、どのくらい身に沁みて感じ取っていたであろうか？
